
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

牧田地区

平成25年2月

三重県鈴鹿市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別

見込み・確定
の別

45.0

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

牧田地区住民の道路
事情満足度

指　標 従前値

その他の
数値指標２

牧田地区住民の安
心・安全度

4.14

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

△

指　標 従前値 目標値

指標１ 道路事情満足度 ％ 29.6 30.0 32.5 ○

事後評価

1年以内の
達成見込み

○

43.0

1年以内の
達成見込み

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

31

計測時期

H24年7月

指標２

総合所見

都市の骨格となる道路整備事業な
どにより，交通利便性や安全性が向
上し，道路事情満足度の改善につ
ながったと思われる。

市民の安心安全度 ％ 41.4

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

平田二丁目公園の整備による緊急
避難地の確保をはじめ，緊急避難
所の耐震補強やソーラー公園灯の
設置，防火水槽の設置等の防災対
策等が市民の安心安全度の改善に
つながったと思われる。

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

51 H24年7月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

その他の
数値指標１

※フォローアップの必要のある指標について記入

5段階評
価

3.00

H　　年　月

3.91

指標３

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

計測時期

4.4

H24年7月

H24年7月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平田二丁目公園の整備により，地
域住民の身近な緊急避難地が確保
され，居住環境の安全性が向上した
ことが評価につながったと思われ
る。さらに，地域防災計画で緊急避
難所として指定されている集会所の
耐震補強工事を行うことにより，緊
急避難所としての機能が高まり，地
域住民の安心感につながったと思
われる。

5段階評
価

3.00

地域住民が生活する上で利用頻度
が高い道路などを整備したことによ
り，円滑な交通ネットワークが形成さ
れ，利便性や快適性が向上したこと
が評価につながったと思われる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

4.08



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容追加が考えられる今後のまちづくり方策

・牧田地区市民センター，牧田小，清和小，明生小の各小学校，
平田中学校，河川防災センターにデジタル防災行政無線を設置
した。

実施時期

今後の課題　その他特記事項

・公園内施設についての修繕等に必要な予算を確保し，計画の実
施に努める。
・計画的に主要管路の耐震化整備を実施し，災害対策の強化を
図る必要がある。

実施にあたっての課題　その他特記事項

・防災行政無線電波の受信が不安定な地域の解消は，防災情報
の敏速な伝達を図る観点から極めて重要である。

・成果を持続させるために
行う方策

・市管理の公園について，長寿命化計画を策定した。
・平田送水場の更新（平成25年3月末完成予定）

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

実施した結果

・公園内施設について修繕・更新の時期及びその
費用を把握することで，計画的な修繕等が可能とな
り，より安全な公園管理が可能となった。
・老朽化施設の更新を図ることにより，定期的な給
水環境の確保が期待される。

・災害から市民の生命・財産の保護を図るため，災
害発生時における的確・迅速な情報伝達を行うとと
もに，平常時においては，行政広報の確実な伝達
や使用方法の訓練を行う。

地域の災害対応力のさらなる向上

実施した具体的な内容

居住環境の利便性・快適性，安全性の維持向上

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

事後評価シート　添付様式5－③から転記


